
１　青少年の自立を促す場づくり

（１）青少年の自主性・主体性を培う活動

事業名 事業概要等

　 青少年育成のためには、青少年の自立を促し、青少年自身の「自主的な活動」を支援することが肝要だと考
える。そのため、地域における概ね中学生から20代を中心とした青少年を主体とした活動の活発な展開が期
待されるもの、また、その活動を支援する大人の支援体制づくり、研修会等に対して補助を行い、成果を県内
に広報し、青少年の地域活動の充実を図る。

■助成団体（３団体）
○「情報科学高等学校で遊ぼう学ぼう講座班」情報科学高等学校で遊ぼう学ぼう講座（安来市）
　　安来市近隣小中学生対象にプログラミング等の体験講座企画。定例、出張講座、ウェルカム講座の実施。
○「吉田地区自治協議会」吉田地区未来づくりプロジェクト（益田市）
　　地区小中高生が中心となり子ども同士の話し合い、意見交換をしながら体験活動などを企画、運営。
○「一般社団法人学びdesign」好気心lab.（松江市）
　　地域のこども・若者を対象に体験活動、自習タイム、芸術体験等の様々な活動を企画、運営。

　 青少年団体等の核となる団体、またはその活動を支援する団体が、他の青少年育成団体や地域住民、関
係機関、企業等をつなぐネットワークを構築し、協働して青少年育成活動の進化と拡大を目指す取組に対して
補助を行う。補助を受けた団体はその成果をモデルとして県内に広報し、全県への展開を図る。

■申請団体なし

　現在、島根県においても青少年が抱える困難は多様化・複雑化しており、一人ひとりが抱える困難に寄り
添ったきめ細かな支援を弾力的に行うことが必要である。
　そのような状況の中、県内各地域において草の根で支援を行う各種「青少年の居場所」の存在が重要である
が、そうした居場所活動実施団体等の多くは、財政的に厳しい状況にあり、行政や民間企業等との連携や支
援を求めているものと認識している。
　この事業は、青少年育成島根県民会議が企業と連携し、県内各地域の青少年たちが健やかに育つことを願
い、草の根で継続的に支援等を行う各種「青少年の居場所」運営団体等の恒常的な活動に対して補助を行う
ことを目的に支援金の交付を行うものである。

■助成団体（２団体）
○「特定非営利活動法人スペース」（松江市）
　　長期休暇中の子どもの居場所づくり事業（長期休業中の居場所事業における昼食の提供）
○「子どもの居場所フリーダス」（松江市）
　　不登校支援の居場所運営（iPadを購入し、絵を描く活動を通した、友達との関わりを支援する活動推進）

　 中学生が日頃、学校や日常の生活体験を通して感じていることなどを広く社会に訴えることにより、中学生
の意識と行動について、大人の理解と関心を高めることを目的として開催。

■少年の主張島根県大会（県中学校長会との共催：江津市中学校長会主管）
○令和５年９月28日（木）　江津市総合市民センター（ミルキーウェイホール）
○発表者数：16名（４年ぶりの有観客開催。（観客数450名））
■少年の主張全国大会への推薦・出場
○中四国ブロック代表２名に選出され、全国大会出場
○令和５年11月12日（日）国立オリンピック記念青少年総合センター
○島根県知事賞（全国大会　奨励賞）　『誰かの「自分らしさ」を支えるために』
　 雲南市立木次中学校3年　髙橋　りりあ　さん

　「全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表島根県大会」を後援し、最優秀者に県民会議会長賞を授
与。

■島根県高等学校定時制通信制生徒生活体験発表島根県大会
○令和５年10月12日（木）　宍道高等学校（松江市）　発表者数：９名
○県民会議会長賞：「社会の中の私」　島根県立浜田高等学校（通信制）　原田　蓮音菜　さん
○全国大会出場(石澤奨学会賞）

（２）青少年を取り巻く地域環境整備推進運動

事業名 事業概要等

■７月の「青少年の非行・被害防止全国強調月間」
令和５年７月27日（木）県青少年家庭課、益田市、益田市民会議、益田警察署、少年補導委員（警察ボラン
ティア）と一緒にチラシの配布を益田市内ショッピングセンターで行った。各学校への啓発チラシ配布。

■11月の「子供・若者育成支援推進強調月間」
令和５年11月２日（木）「オレンジリボン・児童虐待防止キャンペーン」に併せて青少年家庭課、県警、中央児相
等と一緒に啓発グッズ・チラシの配付を松江駅で行った。

■スマホ・ケータイ安全教室の実施（市町村民会議主体や県民会議事務局員が実施）
○今年度は依頼なし

R５年度　青少年育成島根県民会議　事業報告

　Ｂ　青少年育成
　　　　ネットワークモデル支援事業

①青少年の主体的な活動支援事業
　A　青少年地域活動
　　　　チャレンジ支援事業

②中学生による
　「少年の主張島根県大会」事業

③「島根県高等学校定時制通信制
教育振興会」との連携事業

①各種月間に併せた啓発活動

  Ｃ　青少年の居場所応援事業
　　　（R５年度から新規事業）



事業名 事業概要等

①「しまね家庭の日」
　　　　　　　　　　普及啓発事業

■毎月第３日曜日の「しまね家庭の日」に、家族で来館した場合の高校生以下の入場料を無料とするなどの
特典のある県内文化施設等の拡充と周知。（県内44施設）
○「しまね家庭の日ミッションチャレンジ2023」実施（インスタグラムを活用した随時開催型イベント）
○令和４年度作成ファミリーすごろくのＨＰ掲載、活用広報による「しまね家庭の日」広報
○しまニッコ！県民運動の協力依頼にあわせて各市町村等にチラシを配布

○県立図書館【令和６年２月２日（金）～３月６日（水）】で啓発用パネルの展示、ファミリーすごろく配布

②家庭教育の資料・情報の提供
■「家庭教育支援・子育て支援に関する担当者連絡会」
○社会教育課を中心に関係各課担当者による情報共有と連携の会
第１回  令和５年７月13日（木）／第２回  令和６年３月５日（火）

③「ことのは大賞」への共催

■第22回「ことのは大賞」表彰式
○令和６年２月10日（土）　サンラポーむらくも
○応募総数：4,882点（一般の部：3,556点　こっころの部：1,326点）
■県民会議会長賞
○一般の部　　『子を授かることができず、泣き暮らしていた私に夫が一言。「二人だけでも、家族だよ。」』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都　萩谷　佳代子さん）
○こっころの部　　『保健室の先生、毎朝教室までついてきてくれてありがとう』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （島根県　小野　虹美さん）

事業名 事業概要等

①しまニッコ！
（スマイルで声かけあい）県民運動

■チラシの配布、ホームページ動画配信、強調月間の実施（11月）、市町村民会議へ協力依頼（重点目標を
設定）、サポーターズ登録の実施
〇サポーターズ登録に「まるごと登録（団体登録）」を追加。
　・新たな団体登録（会社単位での登録あり）、バッジなどを活用し県民運動推進
○商業施設（益田）や各市町村等で月間中にのぼり旗の設置等。
〇小学校始業式（松江）あいさつ運動
○しまニッコ！県民運動サポーターズ募集・登録（令和６年３月末現在3,991名）、494名増

　地域で活発な実践活動を展開している青少年、青少年団体・グループ、青少年指導者等及び青少年育成市
町村民会議等で青少年健全育成活動に寄与し、顕著な功績をあげ、他の模範となるものを表彰

○各市町村民会議からの推薦件数16件　表彰件数：15件（令和６年度総会にて表彰）

島根県青少年育成アドバイザー連絡協議会と連携し、青少年育成に関わる指導者を養成。

■島根県青少年育成アドバイザー養成講座
○令和５年12月９日（土）～10日（日）　松江市城西公民館
○教職員フォローアップ研修（２年目）に登録　→　７名の参加
○参加者数のべ21名
■島根県青少年育成アドバイザーの認定

④しまね子ども・若者育成推進サ
ポーター登録事業

■アドバイザーやしまニッコ！県民運動サポーターなど他の青少年育成の担い手との一体化を図る。
○国・県の施策、各種研修会、イベント、フォーラム、地域の青少年活動等の情報提供。
○登録者数12名（令和６年３月末現在）

３　県民運動の普及と運動基盤の整備

（１）県民運動の普及

事業名 事業概要等

① 「青少年育成県民運動推進
フォーラム」

■地域で育む青少年の社会参画をテーマとし、実践発表、パネルディスカッションを実施
○令和６年２月４日（日）ビッグハート出雲を会場に実施
○参加人数130名
○出雲市民会議と共催
○居場所を運営者による実践発表、不登校経験者によるパネルディスカッションの実施。
○県内各地域の若者による実践発表、パネルディスカッションの実施
○パネルディスカッションのテーマ
「こども・若者が安心して過ごせる『居場所づくり』に向けて」～　居場所ってどんなところ？　地域、大人、若者
は何ができるの？　～をテーマに大学生や社会人の計５名によるパネルディスカッション

②子ども若者の居場所関係者ネット
ワークづくり

■県内で青少年の居場所を運営している団体に対して、県民会議の各種情報や居場所に関する情報を提供
○令和３・４年度に調査した子どもの居場所運営団体に対して情報提供
　・青少年の主体的な活動支援事業、青少年育成県民運動推進フォーラムについて居場所団体へ周知
　・居場所団体からの情報を市町村民会議へ周知

③ 市町村民会議情報交換会の開
催

■市町村民会議を対象にした情報交換会をオンラインにより実施
○開催期日：令和５年６月23日（金）、29日（木）、30日（金）
○開催方法：事前に調査書を提出していただき、意見交換を実施
○23日５市町（６名）、29日６市町（13名）、30日５市町（８名）・県民会議からは事務局が出席

③青少年育成指導者養成事業

②青少年育成県民会議表彰

２　家庭・地域の応援体制の向上

（２）「大人が変われば子どもも変わる」運動

（１）「しまね家庭の日」運動



（２）運動基盤の整備

事業名 事業概要等

① 会員・賛助会員の拡充

○会員・賛助会員の拡充に努め、県民会議や県、会員等が主催するイベントや研修等でパネルの展示やチラ
シの配布等の広報を実施。
○会員・賛助会員募集用のチラシを作成。

② HP、Facebook等による情報発信 ○HP・Facebook・Instagram・ＬＩＮＥ公式アカウントを利用したＰＲや県・関係団体と連携した情報発信を実施。

機関紙「青少年しまね」を年１回発行し、会員・賛助会員等へ活動報告を実施。

■「青少年しまねNo.105」
○発行月：令和６年３月　発行部数：1,100部

その他　

事業名 会議名

■総会
 　　　　　　令和５年５月16日（火）　　　県民会館　大会議室

■常任委員会
　　　　　　 令和６年３月６日（水）　　   県民会館　多目的ホール

■企画運営委員会
【第１回】　令和５年６月16日（金）　　　県職員会館　教養室３
【第２回】　令和６年２月22日（木）　　　県職員会館　教養室３

■事業部会
【第１回】　令和５年８月 ８日（火）　　　県職員会館　教養室２
【第２回】　令和６年１月24日（水）　　　県職員会館　教養室３

②青少年育成関係機関・団体の会
議等への参加

■第73回社会を明るくする運動島根県推進委員会【令和５年５月11日（木）県職員会館】参加（田中副会長）
■松江市青少年育成連絡協議会総会【令和５年５月13日（土）松江市市民活動センター】参加（島﨑）
■しまねの社会教育を振興する会【令和５年６月14日（水）松江市総合福祉センター】参加（島﨑）
■島根県社会福祉審議会【令和５年７月24日（月）ホテル白鳥】参加（高橋副会長）
■出雲市青少年育成推進大会【令和５年11月27日（日）出雲市役所】参加（田中副会長）
■人権フェスティバル【令和５年12月10日（日）グラントワ】参加（佐藤・山本・植田）
■島根県社会福祉審議会児童福祉専門分科会健全育成部会
                                                     【令和６年１月26日（金）県庁】参加（高橋副会長）
■島根県いじめ問題対策連絡協議会【令和６年２月16日（金）県市町村振興センター】参加（高橋副会長）
■松江市青少年育成大会子どもの健全育成研修大会実践発表会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【令和６年３月２日（土）松江市鹿島公民館】参加（田中副会長・島﨑）

①会議の開催

③ 機関紙「青少年しまね」の発行

■会員・賛助会員の増減状況（令和６年３月末現在）
（名）

R4年度末計 R5年度末計 増減
128 121 -7
18 21 +3

146 142 -4
186 181 -5
663 589 -74
849 770 -79

※会員（団体）…青少年育成関係機関８機関を除く

賛助会員
団体
個人
計

会員
団体
個人
計


